
　

■水無月

◆
9
月
の
歳
時
記
◆

19
日
は
「
敬
老
の
日
」

●
世
界
最
年
長
プ
ロ
パ
イ
ロ
ッ
ト

（
２
０
１
４
年
ギ
ネ
ス
公
認
）

生
涯
現
役
を
貫
く
達
人
た
ち
を
紹
介
し
て
い
る
本
、
『
最
高
齢
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
教
え
』
に
は
、
１
０
３
歳
の
「
声
楽
家
」
や
96
歳
の
「
喫

茶
店
店
主
」
、
93
歳
の
助
産
師
な
ど
、
そ
の
道
を
極
め
た
人
々
の
名
言
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
（
出
版
当
時
）
今
回
は
、
昨
年
99
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、

現
役
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
空
を
飛
ん
で
い
た
高
橋
淳
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

左
写
真
は
沖
縄
作
戦
中
、
出
水
基
地
で
撮
影
さ
れ
た
23
歳
当
時
の
高
橋
さ
ん

で
す
。
（
身
長
１
８
０
セ
ン
チ
の
超
イ
ケ
メ
ン
で
す
）
医
者
家
系
の
末
っ
子
と

し
て
育
ち
、
民
間
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
夢
見
た
飛
行
機
好
き
な
青
年
の
人
生
を
、
太

平
洋
戦
争
が
そ
の
状
況
を
一
変
さ
せ
ま
す
。

い
き
な
り
正
操
縦
士
に
抜
擢
さ
れ
た
高
橋
さ
ん
。
乗
っ
た
の
は
一
式
陸
上
攻

撃
機
と
い
う
海
軍
一
の
７
人
乗
り
の
大
型
攻
撃
機
。
「
敵
艦
の
す
ぐ
前
ま
で
超

低
空
で
近
づ
い
て
魚
雷
を
落
と
す
電
撃
作
戦
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
敵
艦
か
ら

は
雨
あ
ら
れ
の
よ
う
に
弾
が
飛
ん
で
く
る
。
そ
れ
を
避
け
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

《
横
滑
り
》
と
い
っ
て
、
機
体
を
横
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
。
体
が
ち
ぎ
れ
る
よ

う
な
強
烈
な
横
Ｇ
が
か
か
る
、
こ
ち
ら
の
魚
雷
が
当
た
る
の
は
た
っ
た
の
２
割
。

出
撃
し
て
も
半
分
し
か
帰
っ
て
来
れ
な
か
っ
た
。
」
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
僕
が
死

ん
だ
ら
乗
組
員
も
全
員
死
ぬ
。
何
と
し
て
も
生
き
て
帰
っ
て
来
よ
う
と
、
部
下

に
『
絶
対
に
殺
さ
せ
な
い
。
遺
書
は
書
く
な
！
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
」
（
当

時
の
高
橋
さ
ん
は
若
干
23
歳
。
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
）

終
戦
後
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
ア
メ
リ
カ
人
に
限
ら
れ
て
い

た
為
、
高
橋
さ
ん
は
予
科
練
の
仲
間
と
日
本
飛
行
連
盟
を

設
立
。
そ
し
て
49
歳
で
フ
リ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
な
り

ま
す
。
そ
の
後
は
地
図
を
作
成
す
る
た
め
の
写
真
撮
影
、

天
然
記
念
物
の
ト
キ
を
運
ぶ
仕
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
た
後
、
災
害
援

助
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
赤
十
字
飛
行
隊
を
設
立
。
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
の

時
に
は
自
衛
隊
よ
り
早
く
被
災
地
に
救
援
物
資
を
届
け
て
大
い
に
感
謝
さ
れ
た

と
言
い
ま
す
。
「
僕
は
ね
、
飛
ん
だ
あ
と
、
毎
日
反
省
し
て
い
る
の
で
す
。

『
速
度
の
落
と
し
方
が
甘
か
っ
た
』
『
こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
上
手
に
着
陸
で
き

た
な
』
と
か
で
す
。
生
涯
で
満
足
し
た
操
縦
が
で
き
た
の
は
１
，
２
回
で
し
ょ

う
。
何
で
そ
ん
な
に
反
省
す
る
の
か
っ
て
？
そ
り
ゃ
あ
、
進
歩
し
た
い
か
ら
で

す
よ
。
せ
っ
か
く
生
ま
れ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
僕
は
死
ぬ
ま
で
進
歩
し
た
い
の
で

す
。
」
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力士の体重は５０年で３０Ｋｇ増えた！

９月場所が始まりますね。先日、ちょっと面白い記事をみつ

けました。力士の体格が今と５０年前を比較すると、身長が

6.7ｃｍ。体重が33Ｋｇ。100年前まで遡ると身長は約10ｃ

ｍ、体重は61Ｋｇに巨大化、いや肥大化しているというので

す。以下は筆者の嘆き節です。

●昔の力士は、顔だけでなく体つきも個性があった。太った力

士は「あんこ（魚のアンコウから）」、痩せた力士は「ソップ

（鶏ガラのこと）」ほか色んなタイプの力士がいたが、今は殆

どが「あんこ」になってしまった。

●１９６８年場所と２０１７年場所の決まり手も徹底比較！

「吊り出し」「切り返し」「投げ技」「うっちゃり」など力技

が激減！最近は、土俵際に詰まるとあっさり俵を割る力士が多

くなった。（重すぎで技がかけられないのか？泣）

●逆に増えたのが「引き技」。体をかわされたり突進した力士

がつっかえ棒を外されたようにパタンと落ちたりする相撲が増

えた。まるで単調な「紙相撲」のようだ！

そして、筆者は次のように「土俵拡大論」を提案しています。

土俵が大きくなれば、押すにしても突くにしてもそれだけ手数

が必要になりスタミナもいる。土俵に上が

るだけでハァハァ言っているような超肥満

体力士は淘汰されるのではないか。（相撲

を愛するが故の辛口トークですね～）汗

＊画像：１００年前の力士（細い！）

怖い「脳梗塞」の前触れ？

怖い「脳梗塞」…脳梗塞で毎年6万人近

くが亡くなっています。命は助かっても身

体に障害が残ってしまう事も少なくありま

せん。でも発作を起こして3時間以内であ

れば、脳へのダメージを最小限に抑える為

の治療が可能になるのだそう。そこで以下

の前兆症状をしっかり把握し、もしや?と

思ったら躊躇せず早めに受診しましょう！

①身体の左右どちらか片側に力が入らな

い・食事中に箸や茶碗を落とす・歩いてい

る時に傾くなど

②身体の左右どちらか片側の手などがしび

れる、感覚が鈍くなるなど

③物が二重に見える・視野(見える範囲)が

狭くなるなど

④言葉がうまく出ない、呂律が回らない

⑤ふらつく、めまいがする、足元がフワフ

ワするなど

また夏場の脳梗塞（夏血栓）は脱水の影

響が大きいと言われています。一度にたく

さん飲むのではなく、利尿作用の少ない水

分をこまめに摂るようにしてください。


